
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２７１０４

基盤研究(A)（一般）

2015～2012

卒後１年目看護師の定着率向上を目的とした広域包括支援プログラムの開発研究

A university-provided nursing skill support program aimed at improving the 
retention of newly graduated nurses in their first year of nursing.

１０２５２５３７研究者番号：

松浦　賢長（matsuura, kencho）

福岡県立大学・看護学部・教授

研究期間：

２４２４９０９７

平成 年 月 日現在２８   ６ １９

円    32,900,000

研究成果の概要（和文）：卒後一年目の定着率向上のために臨床教育力向上、看護技術支援、大学教員メンター制の3
つのプログラムを構築し効果検証を行った。臨床教育力向上は、本研究で作成したコーチングスキル尺度にて調査し得
点の向上が見られた。看護技術支援は、病院施設外での実施により技術習得のみならず課題解決力や意識の向上に効果
があった。大学教員メンター制は、相談できる場があることの安心、2年目以降こそが必要などの評価を受けた。
離職願望の時期的変化がないこと、辞めたいと一度も思わなかった看護師の存在、強く辞めたいと思うものが約1割低
下していることなどはプログラム導入の効果と評価でき、広域包括支援プログラムの有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To improve the retention of first-year nursing school graduates, we developed and 
evaluated the efficiency of three programs: one for improving clinical teaching skills, one for promoting 
nursing skills, and one for providing mentoring services by university. Scores obtained using a coaching 
skills rating scale showed an improvement in clinical teaching skills. In the nursing skills;promotion 
program, nurses were able gain practical skills as well as improve their problem-solving skills and raise 
awareness through workshops outside the hospital. The program for providing mentoring services gave 
nurses a place for consultation and therefore a feeling of safety, and came to be considered an essential 
program after the second year. Findings showed as well as an approximately 10% reduction in the 
proportion of nurses with a strong desire to quit. These findings illustrate the beneficial outcomes of 
the three programs, and suggest their utility as broad comprehensive support programs.

研究分野：母子保健
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１．研究開始当初の背景 

2009 年度に日本看護協会により実施され

た「看護職員需給状況調査」によると 8.6％

であった新卒看護職員の離職率は 2013 年度

には 7.5％となり、漸減傾向にあるものの未

だに高い状態で推移している。また、新人看

護職員の離職理由についての学校調査（日本

看護協会，2004）によると「基礎教育終了時

点の能力と現場で求める能力とのギャップ

が大きい」「現代の若者の精神的未熟さや弱

さ」「個々の看護職員を認める、褒めること

が少ない職場風土」「交代制など不規則な勤

務形態による労働負担が大きい」「現場の看

護職員が新卒看護職員に教える時間がなく

なってきている」等の複数の要因が指摘され

ている。 

２．研究の目的 

このような現状の中で、卒後 1年目看護師

の定着率向上のための広域包括支援プログ

ラムを開発することを目的とし、以下の 3つ

のプログラムの構築とそれらの仮説プログ

ラムについて効果検証を行った。 

１）看護技術支援 

新卒看護職者に対する大学が行う看護技

術支援プログラムの開発。 

２）臨床教育力向上 

①新卒看護師の「対人関係の未熟さ」と臨

床指導者の「コーチングスキル」双方の尺度

の開発、②開発した尺度を用いての臨床現場

での現状の把握、③ニーズを考慮した CSD 研

修会の企画・実施、④研修参加による評価。

なお CSD とは、臨床実習指導者・臨床スタッ

フ（Clinical Staff）の教育力を開発・向上

(Develop)させる取り組みのことをさす造語

である。 

３）大学教員メンター制 

 看護師の入職後1年以内の離職要因である

「対人関係スキル」「リアリティ・ショック」

「精神的脆弱性」の改善のための、卒業生の

悩みや不安を支援する教員を卒業生のメン

ターとするモデルの構築。 

４）仮説プログラム効果検証 

以上、3つのプログラムを 4施設の協力を

得て 2015 年度に実施し、効果の検証。 

３．研究の方法 

１）看護技術支援 

目的を達成するために大きく 4つの研究を

行った。①卒後 6ヶ月目看護師への「看護技

術に対する困りごと」調査。②就職後１年目

看護師の看護技術研修の希望調査。③新人看

護師教育に携わる看護管理者への新人看護

師教育に関する調査。④卒後 1年目看護師に

対して大学教員が共同して開発した看護技

術力向上を目指す1年間の技術支援プログラ

ムの介入効果を調査。 

２）臨床教育力向上 

“対人関係スキル”と“コーチングスキル”

を包括した尺度開発と研修会の実施と評価。 

３）大学教員メンター制 

 ①教員を対象とする卒業生との関わりに

関する量的調査、②教員・卒業生を対象に卒

後の関わり等や大学教員によるメンター制

度導入に対する期待等に関する聞取り調査、

③メンター制度のガイドラインと対応マニ

ュアルの作成、④メンター制へのアクセスの

ためホームページ作成、⑤メンター制度紹介

のためのパンフレット作成、⑥メンター制度

に対する評価の 6項目を行った。 

４）仮説プログラム効果検証 

効果検証は、新卒 1年目看護師を対象とし①

離職願望の状況、②看護技術力向上に関する

支援、③スタッフの指導態度、④メンタリン

グ支援についてアンケート調査を実施。その

概要を図１に示す。 



４．研究成果 

１）看護技術支援 

新卒看護師の看護技術に関する困りごと

の要因を明らか（図２）にし、新卒看護師が

希望する看護技術項目を明らかにした。 

また、看護管理者に対するインタビューか

ら新人看護師に期待する能力とその節目と

なる時期を明らかにした。これらの結果から、

大学が実施する新卒看護職者に対する看護

技術支援プログラム（図３）を作成し、その

効果について評価を行った。 

本プログラムは、技術向上のみならずイン

シデント防止に意識が向くことが分かった。

支援を受けた新卒看護師の満足度は非常に

高いことから不安の軽減につながっていた

と考える。 

２）臨床教育力向上 

(1) 指導者のコーチングスキル尺度の開発 

① 「聴く（傾聴する）力」「観察する力」「質

問（発問）する力」「伝達力（思ったことを

伝える）」「積極性（指導者のポジティブな考

え・自信を持つ）」の 5 つのカテゴリを抽出

し、35 項目からなる調査用紙を作成。 

②新人看護師の教育を担当する看護師と2年

目看護師を対象として、新人教育の現状や思

い等について調査を実施し、両者の考える指

導力について内容分析を行い 70 項目に追加

修正した 

(2)臨床現場の現状把握としてアンケート調

査を行い因子分析した結果、「新人看護師の

理解の促進」「具体的な指導方法」「指導態度」

の3因子が抽出され、臨床教育力の向上には、

「新人看護師の理解の促進」「具体的な指導

方法」「指導態度」について講義と事例検討

を行う研修の構成とした。 

(3) ニーズを考慮した CSD 研修会の企画・実

施として、5 施設の協力を得て、実習指導者

とプリセプターに対して、講義を 90～120 分

行い、2 週間後にワールドカフェ方式による

事例検討のワークを実施した。 

(4) 研修参加による評価 

研修前後に 70 項目調査を実施し、変化を

確認。その結果、「“はい”“いいえ”で答え

られないオープン型質問をしている」と「私

は指導力に自信がある」で有意差がみられ、

具体的な指導方法を身につけ、自己効力感を

高めたことが示唆された。 

(5) 今後の課題 

今後は、簡便な質問項目の精選と尺度の妥

当性の検証を行うことが課題である。 

３）大学教員メンター制 

卒業生は教員に対し、看護技術や専門領域

に関する相談等を希望しているものの、遠方、

職場に慣れることで精一杯で訪問できない

葛藤を抱えていることが明らかになった。そ

こでメンター制度のモデル構築では教員、卒

業生ともに、①アクセスしやすい②顔が見え

るメンター紹介③教員へのガイドライン作

成とメンター同士が相談できるシステムの

作成を行い研究協力病院で実施した。 

調査では「興味を持てた」が 43.0％、「卒

後 2年目以降も必要」が 59.0％あり、在学中

からの制度の紹介、メンター教員の増員、2

年目以降の看護師も対象とするなど、大学教



員が担う役割が課題となった。 

４）仮説プログラム効果検証 

 仮説プログラム導入後の調査では、離職願

望の時期的な変化がないこと、辞めたいと一

度も思わなかった看護師の存在、強く辞めた

いと思うものが約 1割低下していること、出

身校の教員への相談者が多いことなどは、仮

説プログラム導入の効果と評価できる。 
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